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01 第 1号 

衝液で pH5 にし,0 %アミロース液を加えて反応2.0.

2 )9791(近畿大学農学部紀要

らは,Rhd d>oopseuc)5YDNが必要であることを示し,SA

させ,反応液にヨー素液を加えたのち700mo ss を用いて5アミノロイブリネ-ト合

成酵素の活性剤 としてグルタチオンが作用 している

-desh iperona mJJで吸光

1Pmのかかわりに水 を用いて

同様に処理したものを盲験とし,その吸光度 (Do)を測

1Pm度 を測定した｡酵素液 

iaE hihscec,と報告 している. さらに Fu

zの突然変異株 を用いて グルタチオンが細胞中'lco

らは,)6SHc

6,

%を消失させる酵素

量 を1単位とした｡さらに,増殖 した菌体の収量は 日

0定した｡酵素単位は吸光度 Doの1

のア ミノ酸代謝に関係 し,またリボヌクレオシ ドジ

ホスフェー トレダクターゼの作用に重要であると報 間培養したのら培養液 をろ過 し,さらに遠心分離して

0o

0

5Co告 しており, MAN 菌体を集め1 ～11 

ステインの代謝にグルタチオンが関与 していること した｡ 

0

2せたのち,培養液ラーゼの作用にグルタチオンが必要であり,またシ P0m

Cにて恒量となるまで乾燥 さ

あたりの乾物重量として算出

らは,チオ トランスフェ)7KIVREN

my の生成にたいすlase
a
-αを示 している｡ しかし,

るグルタチオンの効果については,まだ明らかでは
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FO4 4による α my の生成 にたいするグル

タチオンの影響について検索 し,二 ･三の知見を得
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a
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たので報告する｡
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E供試菌には AS Sn nTIigerllu
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4を便用 した｡144
3.
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0.タ,蒸留水 19であり,pH5 に調100.酵母エキス 
40.8.3 2 4 60.263.2

製 した｡この基本培地に,グルタチオンをそれぞれ, 

1mgbg
無添加のものを調製 して実験に供 した｡また,各種

の糖類および有機酸の効果については,基本培地 と

A/3 0A 1,,2(如 / /5Gm A叩 /A, /A,および,

07.650.592.
4
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｡
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 SO プ CI

,蒸溜水 12であり H5

91O0z. ,酵母エキス 

に調製 したものに,それ100. g

ぞれグルコース,フラク トース,ガラク トース,マ

-0ンノース,サ ッカロース,マル トースでは 5×12M

を添 加 し,グルコン酸, グルキュロン酸,ガラク Ⅲ 結果および考察 

-IEvaigeruA isperg

lyaseam

llsn nTT FO のa

の生成において,グルタチオンを各種の濃度

MEHG 4144チュロン酸,コハク酸,クエ ン酸,ピルビン酸,リ

ンゴ酸,蟻酸,グリオキシル酸,シュー酸,乳酸,

プロピオン酸 ,a-ケ トグルタール酸,グリコ-ル酸, で添加 した場合,およびグルタチオンに各種の糖類,

フマール酸,酢酸,アセ ト酢酸,オキザロ酢酸では あるいは有機酸 を添加 した場合の効果については下

01~ 5mg2Mを添加 したものにグルタチオンを 

したものと無添加のものを調製 した｡供試菌を接種 すなわち,基本培地 1βあたりにグルタチオンを 

記の様であった｡/P添加

mg5mg
0mg,
0 2mg,
3 ,1 添力 

-1a-4

5Coして3 で振 とう培養し,経時的に培養液の一定量

を採取 し,ろ過 したのち遠心分離 して菌体を除去 し

た｡その上澄液を蒸溜水で2時間透析 して α my

l]したものと無添カロのもの

mg

lasa-におけるα my

チオンを1伽g～ 5 

の生成については (表 1),グルタ

/P J範囲で添加 した場合,無添b]

lasea-aseの測定に用いた｡すなわちα my の測 定 に

は上澄液を酵素液として使用 した｡ ちグルタチオンを3伽g添加 した場合には,無添加のも

のものと比較 して顕著な効果が認められた｡すなわ

5.

の活性の測定はヨー ド反応 によりおこ

なった｡すなわち酵素液 1mPを用い,0 M酢酸緩

α lyaseam- lase
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-
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のと比較 して α my の生成に効果が認められず, 

my pの生成が少なくをっている｡ グルタチオ
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添加 した場合には,無添加のも

my の生成を認めた｡菌の生育
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-

ンを2伽 gまたは 

のと類似 した α
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a
-チオンを添加 した場合に α my の生成が最も多
持っており,すなわちマレイルアセ ト酢酸イソメラ く認められ,またグルタチオン添bJの効果も顕著で]
ーゼやa-アミノアジピン酸 レダクターゼなどの活性 ある｡ グルコースとフラクトースの場合も,グルタ

Hなく,酵素のS基や酸化還元反応に関与 しており,
また生体内のアミノ酸代謝の経路にも重要な役割を

StoelaM

チオンの添狛 こおいて顕著な効果が認められ,サッ

このことはグルコースとフラクトースが炭素源
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a
-
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a
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カロースよりは α my の生成は少なかったが､
ルタチオンについての報告をどもあり,この様をこ グルコースとフラクトースは類似の傾向を示 してい
とから,グルタチオンの添加が α my の生成に る｡

)9LE,剤である他, EL らによりアミノ酸代謝に関係を

持っているα-グルタミール トランスフェラーゼとグ
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として同化利用 される時同 じ程度の効果があること て行 くが,この場合グルタチオンなどが必要であり,

を示 していると考えられる｡マル トースも顕著を効 糖類はこの様 にしてピルビン酸を経て種々の化合物

果が認められグルコースやフラクトースと程んど等 に代謝 されていく｡また,サ ッカロース,フラクト

しいα my の生成があり,グルコース,フラ ク

ト-ス,マル トースはグルタチオン添加の効果が認 トを経て UDP-グルコースとなり,それから多糖類の

められた｡これに反 してガラク トースとマンノース 生合成や糖の代謝経路に入っていくが,この反応 に

laspa- ース,グルコースなどがグルコース-11ホスフェー

の場合は,α my の生成はサ ッカロースやグル

コースなどと比較 して少か )｡グルタチオン添加の たグルタチオンの構成成分としてシステインが含ま

lase
a
- おいてグルタチオンが重要な働 きを侍っている｡ま

効果も,やはりサ ッカロースやグルコースより少な

いが,かなりの効果が認められた｡糖類ではサ ッカ -L1


Aoれているが, C の生合成にはシステインが必要で

'あり,4-ホスホ-:パントテニールー システイン

ロースの場合が α my の生成に対してグルタチ

オン添加の効果が最も良好であり,グルコース,フ に重要な働を侍 っており,このようなことからグル

ラク トース,マル トースでも顕著な効果が認められ タチオン添加の効果があったものと考えられる｡

たo菌の生育は,サ ッカロ-ス,グルコース,フラ グルコン酸,ブルキュロン酸,ガラクチュロン酸,

lasea- を経て生成される｡CoAは各種の有機酸や糖の代謝

a
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コハ ク酸,クエ ン酸 を各 1 2Mにグルタチオンを 

喝/プ添加したものと無添Dl myJのものにおけるα-

ク トース,マル トースにおいて良 く,ガラク トース

とマンノースにおいては少 し劣っている｡グルコー -7


スやフラク トースなど種々の糖類はフラク トース1,
 の生成については (表 3),これらの有機酸におase

-ジホスフェー トを経てクリセルアルデヒ ドとなり, いてグルタチオン添加の効果に相違のあることが認6
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オンの効果が最も良 く認められ,α my の生成

が多く,グルコースやフラクトースと類似の傾向が ュー酸と蟻酸においてはグルタチオンを添加すると
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iger lyaseam-Lulf iserg,鎌田 :A

蘭の生育もリンゴ酸より劣る結果となっている｡シ

lase無添加のものに比較 して α my の生成は増しa-

の効果があり,菌の生育もコハク酸やクエン酸にお ているが, リンゴ酸やピルビン酸よりは少なく,ま

た菌の生育も良 くなかったoいて良好であった｡グルコン酸においてもグルタチ

オン添加の効果が,かなり認められたが,コハク酸 乳酸,プロピオン酸 ,αケ トグルタール酸,グル-

5mgやクエン酸よりは α my の生成が少なく,ガラ コール酸の各 1 Mにグルタチオンを2
J0
クチュロン酸やグルキュロン醇ではグルタチオン添 たものと無添加のものの場合には (表 ケトグ5)a-,

lasea-

-加の効果があまり認められない｡菌の生育 も良 くな ルタ-)i酸にグルタチオンを添加 した場合が,α,

my の生成が最も多く,グルタチオンの効果がa lase

ピルビン酸, リンゴ酸,蟻酸,グリオキシル酸, 認められる 乳酸の場合も効果が認められ,どちら｡

lase
a
-オン酸においては,乳酸よりも α my の生成が

少ないが,グリコール酸よりも多くなっており,グにおいて α my の生成が最も多く,グルタチオ

ン添加の効果が著 しいことが認められた｡コハク酸 ルタチオンを添加することによって,プロピオン酸
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a
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a
-やグルコースと同 じ程度の α my の生成があり, は α my の生成が増加することが認められた｡

菌の生育も良好であった｡ ピルビン酸においても, グリコール酸の場合もグルタチオンを添加すると,
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a
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a
-無添加の場合よりα my の生成が増加するが, 

酸においてはピルビン酸よりも効果が少なかった｡ α-ケトブルタール酸と比較すると少なく,菌の生育 
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もあまり良 くなかった｡ カブ トピルビン酸への反応でグルタナンが作用 して

2 )9791(

-メルカプトピルビン酸はピルビン酸に変化

近畿大学農学部紀要

フマール酸,酢酸,アセ ト酸,オキザロ酢酸の各 

lase
a
-るα my の生成にたいするグルタチオンの効果,

であり,4-フマリルアセ ト酢酸はフマール酸 とア および糖,有機酸にグルタチオンを添加 した場合の

セ ト酢酸に分解 されてピルビン酸などに変化 して代 効果について検索 した｡

謝 されていく｡ さらに,またシステインからβ-メル その結果,グルタチオンの添加量 においては,17g0n

おり ♂

して他の化合物へ と代謝 されていく｡糖類や有機酸

,

2Mに,グルタチオンを 5

無添加のものの場合には(表 6),フマール酸,酢酸, は,生体内において相互に開通 し合ってエネルギー

およびオキザロ酢酸にグルタチオンを添加すると, 源などになるほか,ア ミノ酸などの化合物に代謝 さ

7ng-

my の生成にたいして顕著な効果を示 し,グlase
a
-α

の関係 を1Cを用いて研究 しており,グルタチオンは

ト酢酸 においては,グルタチオンの効果があまり認 生体内で重要な働 きをしていることが推察 される｡

4

ルコースやフラク トースと同 じ程度の α my の

生成が認められた｡菌 の生育 も良好であった｡アセ

lasea-

lasea-

Lu

糖類および有機酸におけるグルタチオン添加の効果

グルタチオンは,コハク酸からイソクエ ン酸への が認められたものと推論 した｡ 

反応 において活性剤 として作用するほか, グリオキ

As illqn

,αこのようなことから の生成に対 して,αめられず の生成は少なく,また菌の生育 mymy

も良 くなかった｡
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きを持 っている｡また,4-マレイルアセ ト酢酸から 

4-フマ リルアセ ト酢酸の反応 にもグルタチンが必要
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れていくが,生体内におけるグルタチオンの役割に

っいて, CtlENIO)らは,グルタチオンとタンパク質と
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Table6. Effectsoffumarate,acetate,acetoacetateandoxaloacetate inthe 
presenceorabsence orglutathioneon theproductionorα-amylaseby 
AsprtllsievnTig mT 41 n ntefnugo heg'ungra ehe FO4 4ado h ugsrwt. 

osaloacetate 10-2 M 0 2.2 6,8 16.1 34.0 50.6 235


～5gタの範囲の濃度が効果のあることが認められ 2) lNIBOIIIDoB Z: znChmAca 137m/ ･ ･ ER OS CIA. i. l,7,2


た｡ -329 日976)


糖類 においては,サ ッカロース,グルコース,フ 3) A･METSTER:StrucLBaSiSMembr.Funcl.Proc
 

ラク ト-ス,マル ト- ll.Svmp. 5 16 (95
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